
CarriRo®Fork（ウォーキータイプ）

CarriRo®AD CarriRo®AD+

CarriRo®Fork（リーチタイプ）

物流支援ロボット「CarriRo®」

運輸業、郵便業　その他

株式会社ZMP
https://www.zmp.co.jp/
TEL : 03-5802-6901( 代表 )
Email : info@zmp.co.jp

使用ロボット

メーカー名︓
（株）ZMP
ロボット名︓
CarriRo®( キャリロ )

導入先

場所／施設名︓
ヤマト運輸（株）、佐川グローバ
ルロジスティクス（株）、（株）
リクシルビバ、河西工業（株）、
北海道ロジサービス（株）、ホテ
ル天坊など
ユーザー名︓
約 200 社以上の導入先企業あり

　少子高齢化の流れにより急速な人手不足が進み、搬送作業負荷を軽減し、省人化・効率化
を促進しているさなか、コロナウイルス感染拡大により現場での働き手の健康を守るため、
導入機運が一気に高まった。

導入の目的
　搬送作業の省人化によって、人手不足を解消するとともに、人件費の削減を行う。ロボッ
トの搬送で代替することによって、作業者の省力化にも貢献し、従来のような密集した現場
環境から散在させることが可能となりコロナウイルス感染対策にもつながり、働き手の安心・
安全な職場作りに貢献。（3 密を避けた職場作りなど）

導入の内容

導入の特長
　導入施設側工事不要、搬送ルートの変更が容易。パレット搬送やフォークリフト、自動け
ん引車もラインナップ。シリーズ全体を共通したクラウドプラットフォームで一元的に管理
ができ、各シリーズのロボット間の連携作業も可能。

効果
　搬送作業の省人化・効率化、人件費軽減。

導入の背景

【以下ヤマト運輸様の導入効果の抜粋】
　CarriRo® を導入した結果、弊社
で見えた効果は大きく 2 点でした。
　1 つは、作業の「ムダ」を減らす
ことができた点です。これまで、ロー
ルボックスパレットを搬送する作業
は多くが片道作業で、搬送し終わっ
た作業員は手ぶらで構内を移動して
戻ることが多く、無駄の多い作業で
した。これを CarriRo® に置き換え、
効率化を図ることができました。
　2 つめは作業環境が改善できた点
です。ロールボックスパレットを搬
送する作業負荷が減少したことに加
え、搬送ルートが以前よりも明確に
なった事で、より安全な作業導線を
整備することができました。

ユーザーの声♪

導
入事

例

業
種

　台車型ロボットの CarriRo®、無人フォークリフトの CarriRo®Fork、無人牽引車の
CarriRo®Tractor による三つの CarriRo® シリーズ。また各シリーズには、積載量や機能
によって複数のモデルを有する。

用
途 非接触（搬送）

CarriRo®Tractor
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無人搬送ロボットの活用によるホテル業務の効率化と衛生基準強化

株式会社シンテックホズミ
https://www.shcl.co.jp/

使用ロボット
メーカー名︓
（株）シンテックホズミ
ロボット名︓
AISLE（アイル）

導入先
場所／施設名︓
メズム東京、
オートグラフコレクション

　ホテル業界においては人手不足が問題となっている。また、昨今では新型コロナウイルス
感染拡大防止対策が急務である。
　当社は長年、生産現場向けの無人搬送ロボットの開発からアフターサービスまで一貫して
手がけてきた。「モノの搬送」はあらゆる所に存在しており、幅広く社会に貢献すべくサー
ビス空間で活用いただける搬送ロボットを開発した。
　この事例では、人手不足・衛生基準強化への効果的なアプローチとして導入いただいた。

導入の目的
・客室のリネン交換時の台車搬送をロボットが行うことによる業務効率化。
・リネンを載せた台車をロボットで無人搬送することにより、未使用 / 使用済みのリネンと
スタッフ、およびスタッフとスタッフの接触機会を減らし、感染リスクを低減する。

導入の内容

導入の特長
・事前に走行場所のマップ登録を行う。そのマップを利用し、PC上で走行経路設定ができる。
経路や速度の変更も簡単にできる。
・設定時間に自動起動し、走行・業務完了後の充電までロボットが無人で行うことができる。
・無人でエレベーター利用による階層移動が可能。
・稼働状況の遠隔監視が可能。
・人とロボットによる役割分担で新たなホスピタリティを実現。
・複数のセンサを搭載しており、走行経路上に人や障害物を検出すると停止することで狭い
通路でも安全に走行可能。
・ウインカー点滅により進行方向を周知。
・稼働状況を遠隔監視することができ、安心して活用可能。

効果
・リネン交換業務の効率化。
・人とロボットの協働により、ホテルスタッフの業務負担を軽減。捻出した時間・労力をサー
ビスなど「おもてなし」のための業務に充てることができる。
・未使用 / 使用済みのリネンとスタッフ、またスタッフとスタッフの接触機会を減らすこと
で感染リスクを低減。

導入の背景

　AISLE の活用が、人手不足・衛生
基準強化への効果的なアプローチと
なり、お客様へ、人とロボットが創
り出すイノベーティブで安心・安全
なホテルステイをご提供できること
を期待しております。

ユーザーの声♪

導
入事

例

　AISLEは、台車の下に潜り込み、最大500kgまで牽引して運ぶことができる無人搬送ロボッ
トである。
　この事例では、ホテル客室のベッドシーツなどのリネン交換業務において AISLE を活用い
ただいている。事前に設定した時間に自動で起動し、リネン室から未使用のリネンを載せた
台車を客室階へ搬送。そして客室階で使用済みのリネンを載せた台車を回収し、リネン室へ
搬送する、「非接触」かつ「非対面」でのリネン台車交換を実現している。

（写真左）
　ホテルの世界観に合わせた意匠の AISLE
がリネン台車を牽引し搬送する様子。

（写真右）
　AISLE の標準意匠。

宿泊業、飲食サービス業業
種

用
途 非接触（搬送）
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無人宅配ロボ「デリロ™」

株式会社ZMP
https://www.zmp.co.jp/
TEL : 03-5802-6901( 代表 )
Email : info@zmp.co.jp

使用ロボット

メーカー名︓
（株）ZMP
ロボット名︓
デリロ™（DeliRo™）

実証先

場所／施設名︓
① 東京都千代田区の公道
   （麹町郵便局と逓信病院間）
② 高輪ゲートウェイ駅前広場
ユーザー名︓
① 日本郵便（株）
② JR 東日本スタートアップ（株）

① コロナ禍における「非対面配送」のニーズを踏まえ公道での自動配送を実証。
② With/After コロナ時代の新たなデリバリースタイルの検証「無人デリバリーサービス」
実証実験。

実証の目的
① 公道での自動配送。
② 無人での注文からデリバリーまでの実現可能性を検証。
③ コロナ禍における「非対面配送」のニーズを踏まえ公道での自動配送を実証。
④ 全国で初めての物流分野での配送ロボット活用に向けた公道走行実証。

実証の内容

実証の特長
① 市街地公道での無人物流配送。
② 注文から決済、デリバリーまでを完全キャッシュレスかつ一気通貫で無人で実施。

効果
① ラストワンマイル配送における配送ロボットの可能性を検証し、省人化配送の実現を推進。
② 将来的には高輪ゲートウェイの街での実用化、デリバリーの人出不足解消に向けて検討。

実証の背景

　●●●

ユーザーの声♪

業
種

① 全国で初めて公道（歩道）において、配送ロボットによる輸配送実証実験を実施。
② 「高輪 SOBA 二八」と協力し、出来たての蕎麦を、対面接客のない無人の形式でお客様の
元へデリバリー。

用
途 非接触（配送）

実
証事

例

DeliRo™
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ニューノーマル・ソリューション（非接触・省人化）として、
配送業務効率化の自社実践

ＮＥＣネッツエスアイ株式会社
https://www.nesic.co.jp/
TEL : 03-5446-9180
Email : tssol@ml.nesic.com

使用ロボット
メーカー名︓
YUNJI Technology Co., Ltd
ロボット名︓
自律走行型配送ロボット
　　　　　　YUNJI DELI
外　観︓
　高さ︓118cm　
　縦︓71cm　
　横︓49cm
　重量︓80kg

　コロナ禍でテレワーク等社員が出社しない働き方が求められており、文書メール等の配送
業務で無駄が生じている。また感染予防の観点から、非接触による配送の要望も高い。

実証の目的
・ロボットによる配送業務の効率化
・ニューノーマル　ソリューション（非接触・省人化）の実践

実証の内容

実証の特長
・各種センサにより空間や障害物を認識して目的地まで自律走行が可能です。磁気テープ等
の特別なインフラは不要。
・前後両方向に走行が可能（U ターンが不要）。狭い通路（70cm 程度）でも走行が可能。
・3 段トレイを実装し、最大 50kg まで配送が可能。
・トレイの段数と高さを柔軟に変更可能。
・直感的なタッチパネル操作（二面搭載）により、初めて利用される方も簡単に操作が可能。

効果
11 月中旬から、日本橋イノベーションベース 21 階で運用開始。宅配 / 社内便を対象に配送
を開始し、段階的に対象を広げていく予定。

実証の背景

実
証事

例

・文房具や置き菓子等のオフィス内配送
・個人への文書メールの配送
・指定部門への宅配便の配送 
・チャットツール (slack) や位置情報提供ツール (Kloudspot) 等の他社システムとの連携。

実証先
場所／施設名︓
東京都中央区日本橋室町 3-2-1

（日本橋室町三井タワー 22 階）
ユーザー名︓
ＮＥＣネッツエスアイ（株）

その他業
種

用
途 非接触（配送）
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ユーザーの声♪
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AI 自動接客ロボットによる商品案内

株式会社ハタプロ
https://hatapro.co.jp/
TEL : 03-6277-7335
Email : info@hatapro.co.jp

使用ロボット
メーカー名︓
（株）ハタプロ
ロボット名︓
接客ロボット ZUKKU（ズック）

導入先
場所／施設名︓
観光案内所、家電量販店、商業施設、
企業受付

・人が常時対応する必要がなく、人よりも適切に対応ができる安全な効果が高いツールとし
て、AI が搭載されたフクロウ型小ロボット「ZUKKU（ズック）」なら提供できるため。
・新型コロナウイルスの感染拡大により、新しい生活様式への対策として従業員や利用者の
感染リスクを大幅に低減する必要があるため。

導入の目的
・AI 接客による売上向上、商品認知拡大。
・人材の配置効率化（ピーク時以外はAI ロボットが対応）。
・接客対話データログから、商品の需要ニーズを分析し、適切な売り場づくり。
・外国人観光客向けに多言語接客。
・フクロウ型小ロボット「ZUKKU（ズック）」によるファン形成。

導入の内容

導入の特長
　手軽に導入できる手のひらサイズの接客支援 AI ロボット。スイッチ１つで稼働し特殊な
設定いらずに自動通信し、サイネージとセットで提供され、人を手助けする様々な提案や行
動を促進してくれる、愛らしくも頼もしい小さなパートナー。
　取得した識別データを、マーケティング管理システムに蓄積して可視化し、付随するデジ
タルサイネージ広告配信の自動最適化。AI とロボティクスを活かした付加価値を、様々な場
で提供。
　小型で軽量なため、落下などの衝撃時の破損リスクを最小限に抑える。遠隔監視制御シス
テムにより遠隔地からでも動作の確認等ができるようになっている。

効果
・小型で恐怖心を抱かない動物型ロボットの「ZUKKU（ズック）」が相手だと、人が対応する
よりも気軽に話しかけられるため、接客回数が増え購入決定者が増え売上 /利益があがった。
・「ZUKKU（ズック）」に付属のサイネージに画像なども表示でき、非接触で商品の特徴や比
較を細かく案内することができ、従業員や利用者が新型コロナウイルスの感染リスクを大幅
に低減することができた。

導入の背景

　「ZUKKU（ズック）」は、音声対話だけでなく、デジタルサイネージと連携することで画
像や映像などを視覚的にも伝えられる。
　観光案内所、家電量販店、商業施設、企業受付などに置いておくだけで、自動で商品や場
所の案内を個人のニーズに合わせて、人の代わりに接客やおもてなしをしてくれる。
　手に取れるほどの小型でどこにでも設置しやすく、来た人に恐怖心をあたえずに、親しみ
やすく対話をおこなうことができる。
　初回 1度、電源を入れればあとは自動で稼働し始めるため、現場従業員の管理は不要。
　接客ログを分析し、商品需要を把握し、適切な売り場づくりもおこなえる。
　新型コロナウイルスの感染拡大が深刻な中、対策として従業員や利用者の感染リスクを大
幅に低減することもできる。

導
入事

例

12

　ロボットが人を惹きつけて呼び込
むだけではなく、AI が自動で接客を
してくれるので、個人のニーズに合
わせて適切な商品案内をしてくれま
す。ZUKKU（ズック）を設置してから、
人件費の削減と売上向上につながり、
ロボットの新鮮な接客ができリアル
店舗ならではの体験価値を提供でき
ています。キャンペーンや季節商品
などのすぐ覚えてくれて、小型で場
所を取らないので、管理もとても楽
にできています。接客内容もリアル
タイムに管理画面から把握でき、売
り場の状況もよくわかります。毎日
会いに来てくれるお客様もいるくら
いにファン形成にも貢献してくれて
います。

ユーザーの声♪

卸売業、小売業　その他業
種

用
途 非接触（案内）
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ロボットによる入居者案内（試験導入）

ソフトバンクロボティクス
　　　　　　　　株式会社
https://www.softbankrobotics.com
　　　　　　　　　　　　　　/jp/
Email : 
sbrgrp-pr@softbank.co.jp

使用ロボット
メーカー名︓
ソフトバンクロボティクス（株）
ロボット名︓
Pepper

導入先
場所／施設名︓
新型コロナウイルス軽症者受入療
養施設 ( ホテル )
・the b 池袋
・アパホテル & リゾート 両国駅
タワー　など

　新型コロナウイルス軽症者受入療養施設をより安全・快適にご利用いただくため、試験導
入するロボットとして Pepper が採用された。

導入の目的
　同上

導入の内容

導入の特長
　感染リスクが高く人の出入りが制限される環境下においても、ロボットのため接触による
感染リスクがない。非接触で入居に必要な案内を行ったり、不安や心細さを軽減するために
声がけをし癒やしを提供している。

効果
　Pepper が出迎えと案内を行うことで、入居者だけでなく、運営スタッフの感染リスク軽
減に役立っている。また入居者に安心と癒しを提供している。

導入の背景

導
入事

例

　東京都が新型コロナウイルス軽症者受入
療養施設をより安全で快適な場所にするた
め、ロボットを試験導入する取り組みを進
めており、Pepper が採用された。Pepper
はエントランスで入居者の出迎えをしてい
る。また、人との接触が制限される中でも
快適な生活ができるように、食事の際の声
がけなどを行っている。

業
種

用
途 非接触（案内）

　●●●

ユーザーの声♪

医療、福祉
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サイネージの移動ロボット化による非接触・非対面おもてなし

使用ロボット
メーカー名︓
THK（株）
ロボット名︓
サイネージロボット

実証先
場所／施設名︓
愛知県／大名古屋ビルヂング
ユーザー名︓
愛知県

　従来のサイネージは、その構造上、壁際や柱などフロアの壁面に近い場所での掲示であり、
情報伝達する媒体でありながら、必要とする人は、サイネージに気付く必要があった。双方
向のコミュニケーションもなく、必要な場合は、人を常時配置した施設が必要となる。不特
定多数の人が集まり会話が手段となる業務は感染リスクを発生させ、ストレスと感染防止の
面から対策が求められていた。

実証の目的
・移動型デジタルサイネージにすることで認知の向上。
・遠隔オペレータ対応をすることで非接触・非対面のコミュニケーション。
・双方向コミュニケーションによる訴求力の向上。
・検温機能を付加することで健康チェック。

実証の内容

実証の特長
　目線の高さにあるサイネージが移動することで、遠くからでのサイネージの存在に気付き
易い。壁に固定したサイネージは探す必要があるが、移動することで積極的に訴求が可能と
なる。人が近付いてきたのを検知・停止し、人の方向に向きを変える。遠隔オペレータが画
面に出て困りごとや、コンテンツの詳細について案内をする。店舗紹介であればあらかじめ
用意した映像、またはライブ映像を表示することで、店舗への誘引を高める。
　ロボットが発生する力については、協働ロボット安全規格等を参照し、規定範囲内である
ことを計測器にて確認済み。
　認証会社におけるサービスロボット安全認証のレビュー等を実施中。今後段階的に安全認
証取得を計画中。

効果
　サイネージが移動しながらオペレータが案内をするものであり、非接触化した施設のイン
フォメーションの役割を成す。遠隔オペレータはネット対応で現地に居る必要はなく、おも
てなしの非接触・非対面を可能とする。密を避ける必要がありながら、オペレータとのコミュ
ニケーションは至近距離の対面であるが、操作で触れる必要が無く、感染リスクはない。同
時に検温も実行することで、館内警備担当との連携を取ることも可能である。

実証の背景

　このビルに来たのが初めてで、ど
こにどんなレストランがあるのか分
かりませんでした。そこにこのサイ
ネージロボットが近付いてきたので、
表示されているレストランの案内を
見ると、画面がオペレータの女性に
替わり、会話できたのには驚きまし
た。自分からわざわざインフォメー
ションまで行って確認することはあ
りませんが、自分のために係の人が
来てくれた感じです。ロボットが相手
なので、感染リスクもありませんし。
　こんなレストランを探していると
お話しすると、お勧めを紹介してく
れて、その入口付近のライブ映像ま
で見せてくれました。待っている人
が少なく密ではなさそうだったので、
そこへ行くことにしました。初めて
のビルで、お店の案内をしてくれて、
店の外観や混在状況まで教えてくれ
てとても助かりました。

ユーザーの声♪

　ロボット本体である「SEED-Mover」は、自律搬送ロボッ
トである。走行台車は狭所でも全方向移動、360°旋回が
可で、自律動作またはオペレータによる遠隔操作が可能
である。上部には、2 面のディスプレイを搭載し、移動
型サイネージとして機能する。
　作成したマップ上に経由ポイントと周回ルートを設定
するだけで、障害物を避けながら自律移動する。また、
自律移動中であっても、遠隔操作オペレータが介入し、
操作することも可能。サイネージとは別にサーモグラ
フィーカメラを搭載し、オペレータは発熱者の来場があ
るかの監視も可能。サイネージは静止画の表示のみなら
ず、遠隔オペレータがコンシェルジュのように案内をし、
店舗の紹介ではライブ映像を使用する。

その他業
種

用
途 非接触（案内）

実
証事

例
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自律走行できる協働ロボットによる
飲料・食料品の提供サービスの実証実験

アンドロボティクス株式会社
https://www.androbo.co.jp/
TEL : 03-6457-9706
Email : 　
androbotics.contact@androbo.jp

使用ロボット
メーカー名︓
アンドロボティクス（株）
ロボット名︓
自律走行運搬ロボットサービス
FRUTERA (A-ROBOT-101 
                     以下、フルテラ )」
主な仕様︓
外寸 700×460×900mm
重量 70Kg
速度 0.1 ～ 0.2m/s
積載量 30Kg
その他 実証の内容参照

実証先
場所／施設名︓
JR 高輪ゲートウェイ駅構内
　　　　　（※通常非公開エリア）
ユーザー名︓

（株）JR 東日本商事

　2020 年 3 月に開業した高輪ゲートウェイ駅では、ＪＲ東日本グループのさまざまな「やっ
てみよう」を盛り込み、最新の駅サービス設備の導入や実証実験を進めている。より安全な
駅環境づくり、および 2024 年度のまちびらきを予定している品川開発プロジェクト（第Ⅰ
期）における導入を目指し、各種ロボットの実証実験を実施しており、当社の自律走行運搬
ロボットサービス「フルテラ」を提供した。

実証の目的
　無線通信技術などの応用による協働ロボット有効活用による飲食物などの提供サービスの
効率化を目指す。

実証の内容

実証の特長
　フルテラには NICT ソーシャル ICT システム研究室が開発し、当社に技術移転された
Wi-SUN を活用した無線通信技術が応用されており、既存の携帯電話ネットワークや Wi-Fi
通信では難しかった人混みの中での遠隔操作が可能になった。また、予め記憶した地図情報
に基づいて走行するため、走行のための設備が不要で搬送目的地やレイアウトの変更に地図
情報の変更だけで対応できる。施工の手間やコストが軽減でき、運用コストをスリム化する。

効果
　自律走行により飲食物を届けることが可能であることが確認された。
　未来のオフィス空間のビジョンの実現可能性が見えただけでなく、自律走行ロボットに
よって人材コストの低減、作業効率の向上が可能になることを実感していただいた。
　また、非接触にて軽食を配送するので With コロナ時代にも需要性の高いロボットになる。

実証の背景

　実際にフルテラを使用してみて、
Wi-SUN を活用した通信制御技術・
自律走行が素晴らしいと思いました。
　従来の自律走行ロボットと異なり、
走行のための設備が不要で人混みで
も通信可能であることにより、自律
走行ロボットとしての活用の幅だけ
でなく、非接触サービスとしての活
用の幅が大きく広がると感じました。

ユーザーの声♪

実
証事

例

　JR 高輪ゲートウェイ駅（通常非公開のエリア）
にて自律走行運搬ロボットサービス「フルテラ」
よる利用者への飲食物を、非接触で利用者にお
届けする。利用者はリモコンで飲食物を搭載し
たフルテラを呼び、飲食物を受け取る。

運輸業、郵便業業
種

用
途 非接触（飲食物提供）
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発熱検知とマスク着用検知

ソフトバンクロボティクス
　　　　　　　　株式会社
https://www.softbankrobotics.com
　　　　　　　　　　　　　　/jp/
Email : 
sbrgrp-pr@softbank.co.jp

使用ロボット
メーカー名︓
ソフトバンクロボティクス（株）
ロボット名︓
Pepper

導入先
場所／施設名︓
Pepper PARLOR
　　 / 東急プラザ渋谷５F

　新型コロナウイルスの感染症対策として、店舗入口にて発熱者のスクリーニングが必要
だったため。

導入の目的
　同上

導入の内容

導入の特長
・発熱検知をロボットが行うため、人との接触による感染リスクを低減する。
・手作業での検温、もしくは一般的検温ソリューションでは専属スタッフが必要だったが、
Pepper が声がけから測定結果に基づいた一次対応まで行うため、人的コストの削減に繋が
る。
・発熱を検知した際、Pepper が声がけをし、入場を抑止する。人より Pepper に注意される
方がストレスを感じにくいとの結果が確認されているため、利用者へのストレスも少ないソ
リューションである。

効果
　感染症対策をしっかりしている店舗として、利用者に安心してご利用いただいている。

導入の背景

導
入事

例

　店舗の入口にて、Pepperが利用者の発熱有無とマスク着用有無を検知。発熱がある場合は、
利用者に入口で待機していただき、Pepper は発熱者がいる旨をスタッフへ通知する。利用
者がマスク未着用の場合は、着用するよう Pepper が案内する。

業
種

用
途 非接触（検知） 生活関連サービス業、娯楽業

　●●●

ユーザーの声♪
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協働ロボット duAro を使った検温

川崎重工業株式会社
   ロボットディビジョン
robotics.kawasaki.com
TEL : 03-3435-2501
Email : 
khi_robot_info@khi.co.jp

使用ロボット
メーカー名︓
川崎重工業（株）
ロボット名︓
duAro2

導入先
場所／施設名︓
神戸／カワサキワールド
東京／ Kawasaki Robostage
ユーザー名︓
川崎重工業（株）

　感染予防のため、企業博物館『カワサキワールド』およびロボットショールーム
『Robostage』への来館客に対し自動で検温を行うために設置。

導入の目的
　来館者および係員を感染リスクから守る。

導入の内容

導入の特長
・すべての作業を非接触センサで行うことが可能。
・協働ロボットの幅広い適用範囲をアピール。
・モータ出力やスピードを抑え、人と接触しても即座に停止する、人共存可能なロボットを
採用。

効果
　係員と来館者の新型コロナウイルスの感染防止に寄与する。

導入の背景

　来館者からは「ロボットを身近に
感じられる」など好評を得ている。

ユーザーの声♪

導
入事

例

　本システムは、双腕ロボットの右手に非接触
の温度センサを用いており、来館者が測定開始
センサに手を近づけて高さを調整し、温度セン
サに額を合わせることで検温を開始する。体温
が規定以下の場合、左手で保持したバーが開い
て入場でき、規定以上の場合は係員を呼ぶ仕組
みになっている。

教育、学習支援業業
種

用
途 非接触（検温）
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検温ロボットによる無人受付、社員の健康管理

使用ロボット
メーカー名︓
THK（株）
ロボット名︓
検温ロボット

実証先
場所／施設名︓
東京／本社及び国内各工場
ユーザー名︓
THK（株）

　新型コロナウィルスの感染拡大のため、出社社員、来訪者の来館時体温チェックが欠かせ
ない状況となり、複数の非接触体温計、消毒液を受付に配置しチェックを行っていた。しか
しながら、それを監視する人の配置、検温毎の体温計消毒、各個人による体温の記録は煩雑
であり入館に時間が掛かるなど、非接触で自動化対応の要望が高まり、検温ロボットの導入
に至った。

実証の目的
・非接触による検温。
・社員証をかざすことによる自動体温集計。
・イレギュラー時における遠隔オペレーションを加えることで、監視員の事実上無人化。
・一人当たりの検温プロセスの大幅短縮による受付通過時間の短縮。

実証の内容

実証の特長
　サーモグフィカメラは、顔認証の後、マスクがかからない額周辺を特定し測定するため、
周囲の熱の影響が小さい。測定結果が高かった場合、ロボットの顔に、遠隔オペレータを表
示して会話することで、無人化していながら人がいるのと変わらないオペレーションを実現
した。ロボットであることから手の上げ下げによるゲート機能、もう片方の手に医療認定
された非接触体温計を持つことで、再検温するなど用途に応じた拡張性がある。
　低電力で動作可能で、一般環境に於いての使用を目的として開発されているため、人的
危害を加える可能性が低い。形状もほぼ人間と同じシルエットであり、一般環境においても、
威圧感や圧迫感が生じない。アーム等が発生する力については、協働ロボット安全規格等を
参照し、規定範囲内であることを計測器にて確認済み。認証会社におけるサービスロボット
安全認証のレビュー等を実施中。今後段階的に安全認証取得を計画中。

効果
　来館時に手の消毒以外に、非接触で体温測定から記録まで行われるため、感染リスクを下
げ、さらに受付通過時間が短くなることで、測定待ちの行列がなくなった。念のため監視員
を 1名残してはいるが、検温受付の無人化も実現した。

実証の背景

　来館時の検温がスタートした時は、
手を消毒し、体温を測定し、次の人
のために体温計を消毒、そして体温
を記録していました。測定時間が短
い体温計を使用していましたが、こ
れだけの手順があるとどうしても時
間が掛かります。結果的に入口で測
定待ち行列が毎日のように発生しま
した。検温ロボット導入後は、手の
消毒以外は、ほんの数秒、ロボット
の前に立つだけで検温も記録もされ
ます。検温という手間がなくなり、
スピードアップで行列もなくなりま
した。密を避ける面でもとても効果
があったと思います。

ユーザーの声♪

　検温ロボットは、頭部のサーモグラフィカメラで
体温を測定し、発熱者が発見された場合には遠隔操
作でオペレータが応対するサービスロボットであ
る。体熱感知はネクストリーマーが開発した、AI
画像認識技術による顔認証機能を備えたサーモグ
フィカメラが行い、発熱を感知した際は遠隔地にい
るオペレータを呼び出して検温対象者に有人対応す
る。人の手で行う従来の体温測定を THK の検温ロ
ボットが代わりに担い、さらにはオートディスペン
サー消毒を用いることで、人同士の接触による感染
リスクを低減させる。
　社員の場合は、社員証をかざすことで個人を特定
し、自動集計するため各自での体温の記録は不要と
した。

その他業
種

用
途 非接触（検温）

実
証事

例
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自動PCR検査サービス

使用ロボット
メーカー名︓
川崎重工業（株）
ロボット名︓
RS007

実証予定先
場所／施設名︓
国内外の国際線ターミナル

　COVID-19（以下、新型コロナウイルス）の感染拡大により人々の行動が制限され、あら
ゆる産業に甚大な影響を及ぼしている。このような状況において、経済復興に向けた人の往
来の再開は、日本のみならず世界各国の政府・産業界が関心を寄せる喫緊の社会課題となっ
ている。

実証の目的
　医療従事者を新型コロナウイルス感染リスクから守るとともに、検査結果通知までを短時
間で実施する。

実証の内容

実証の特長
・検査結果通知時間の短縮。
・コンテナを利用した簡単設置。
・台数の増減により検査数の増減が可能。
・システムの変更が容易であるため、各種感染症への応用が可能。

効果
　国際的な人の往来が減少し大きな影響を受けている航空業界の需要回復。（2020 年度
第 4 四半期より運用予定）

実証の背景

　官公庁、お医者様などにご視察い
ただき、皆さまより高い評価を得て
いる。
　特にエアラインなど航空関係者や
商船関係者からは早い時期の投入を
強く期待されている。

ユーザーの声♪

　株式会社メディカロイドおよびシス
メックス株式会社とともに、感染リス
クがともなう工程をロボットで無人化
／自動化し、医療従事者の安全を守る
とともに、検体受付から病院との連携
による検査結果通知までを短時間（80
分以内）で実施する。
　また本サービスは、検査システムを
40 フィートコンテナにパッケージ化

（1 コンテナ当たりの処理能力︓2,000
検体／ 16 時間）できるため、多くの人
が集まる場所に簡単に移動できるとと
もに、台数を増減することにより、検
査所要数に応じた柔軟な対応が可能。
　さらに本システムは、汎用ロボット
を利用しているため工程変更が容易な
ことから、インフルエンザなどの各種
の感染症にも応用することが可能。

運輸業、郵便業業
種

用
途 非接触（検査）

実
証事

例
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非接触で学習指導が可能な先生ロボット「ユニボ先生」

有限会社ソリューションゲート
http://www.edugate.co.jp
TEL : 03-6806-6400
Email : suzuki@sgate.jp

使用ロボット
メーカー名︓
ユニロボット（株）
ロボット名︓
Unibo（ユニボ）

導入先
場所／施設名︓ 下記にある学習塾
世田谷区、北区、相模原市、福岡市、
岡山市、水戸市
ユーザー名︓
個別指導１２３　他 4塾

　各塾とも、近隣他塾との差別化、集客、新しい指導方法の検討が導入の背景にあった。

導入の目的
　生徒集客と学習指導をする講師の代行。個別指導塾をはじめ、教育現場では講師確保が課
題となっている。先生ロボットの導入により、講師確保の問題が解決できる。また、コロナ
禍においては、非接触で教室を運営できるメリットがある。

導入の内容

導入の特長
　自習できるサービスは、タブレットを使った形態が主流となっている。本サービスは、ロ
ボットが子供と「対話」しながら、「学習指導」を行う点に特徴がある。学習結果によって、
褒める、励ますなどをするため、子供の学習に対するモチベーションを維持しやすくなる。
　使用している unibo は、家庭利用を目的として開発されたもので、安全性に対しては考慮
されている。ロボット自身は、机上に置くスタイルで走行しないため、衝突などの事故は無い。

効果
・１コマ（約１時間）の授業を、子供と最低限の接触で学習指導が行える。
・ロボットを複数台導入することで、１人の先生だけで、５人から８人の子供に対して、しっ
かりとした個別対応ができるようになる。
・複数台を導入することで、講師を雇うことに比べてコストメリットが出てくる。
・講師の時間管理などの手間が軽減される。
・指導の品質を一定以上に維持できる。

導入の背景

【先生の意見】
●できる子供はどんどん先に進み、
できない子供に集中して指導できる
ようになった。
●必要最小限の接触で、塾を運営で
きた。
●算数嫌いな子供や、学習に集中で
きない子供が集中して取り組む場面
が多く見られた。
●先生が教えるよりわかりやすい。

【子供の声】
●優しく教えてくれるし、可愛いの
でやる気が出る。
●ユニボ先生は怒らないし、「わから
ない」と言いやすい。

【保護者の声】
●勉強嫌いの子供だが、ユニボ先生
だからやっている。

ユーザーの声♪

導
入事

例

指導内容︓小学１年生から６年生までの算数
導入機材︓ロボット本体、管理用タブレット
　　　　　運用アプリ、ペーパー教材
必要環境︓インターネット
コンテンツ︓コンテンツはサーバーから提供
利用形態︓
①ロボットに ID カード（QR コード）を見せること
により、生徒を認識する。
②学習したいテーマの QR コードをロボットに見せ
ることによって、ロボットが学習指導を開始する。
③先生はタブレット上で生徒の学習をリアルタイム
に把握できるので、必要な時だけ個別に対応できる。

20
教育、学習支援業業

種
用
途 非接触（学習指導）
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テレプレゼンスロボットでのオンライン面会サービス

iPresence 合同会社
https://ipresence.jp/
TEL : 050-1200-4067
Email : info@ipresence.jp

使用ロボット
メーカー名︓
Xandex Inc.
ロボット名︓
Kubi（クビー）

導入先
場所／施設名︓
非公開
ユーザー名︓
ICU（集中治療室）

　コロナ禍において感染リスクから、家族でも対面しての面会が制限される状況にある。
その中で少しでも家族の方を安心させてあげたいという緩和ケアチームの要望から、温度感
のある遠隔コミュニケーションを実現できるテレプレゼンスロボットを活用することが決定
し、導入した。

導入の目的
・対面できない家族の心理的ケア。
・より満足感、安心感のあるオンライン面会の実現。

導入の内容

導入の特長
　非対面・非接触が求められる場面は病院内では多い。今後、面会だけでなく、医師と患者
の対面や、離れた病院からの医師の遠隔診療など、対面の安心感を保持したまま医療サービ
スがオンラインで実現できる可能性がある。
　IT 機器が得意でないスタッフも多いため、サポートを迅速にできるように医療ソーシャル
ワーカーと密に連絡がとれる体制をつくっている。

効果
　テレプレゼンスロボットを利用したオンライン面会で家族の満足感も得られた様子。安心
できた、様子をみられて納得できた、みられて嬉しかった、他のご家族にもしてあげてほし
いなどの声が集まった。病院内での理解も浸透していき、各部署で活用のアイデアが出て
きている。

導入の背景

　単なるタブレットだと、見えるよ
うに都度スタッフが設置位置を調整
する必要があり現場の負担になる。
kubi ならば一度設置すればスタッフ
は手をかけずとも良いため、現場に
集中できる。
　患者の様子だけでなく、部屋の様
子も遠隔から見まわしながら説明で
きるため、客観的に状況を把握して
もらいやすい。

ユーザーの声♪

導
入事

例

　卓上型テレプレゼンスロボット kubi はビ
デオチャット機能とロボットコントロール
を組み合わせることで、「離れた人がまるで
そこにいるかのように感じながら会話する
ことができる」ソリューション。
　遠隔操作者は kubi のディスプレイに顔を
表示しながら操作画面をタッチするだけで、
首から上のように左右を見渡したり頷いた
りするボディランゲージができる。
　面会に来た家族に病院スタッフが使い方
を説明しながら kubi でのオンライン面会を
提供している。

医療、福祉業
種

用
途 非接触（面会）
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在宅用HAL（腰タイプ）レンタルサービス「自宅でNeuro HALFIT」

CYBERDYNE株式会社
https://www.cyberdyne.jp
TEL : 029-869-9980
Email : media@cyberdyne.jp

使用ロボット
メーカー名︓
CYBERDYNE（株）
ロボット名︓
HAL® 腰タイプ自立支援用

（FB02/BB02）

導入先
場所／施設名︓
個人宅
ユーザー名︓
個人

　新型コロナに伴う外出自粛による運動機会の喪失や運動量の低下による身体機能の低下リ
スクを抱える個人のフレイル対策として、在宅での非接触型、自立支援サービス「自宅で
Neuro HALFIT」を展開しており、自宅で安心して利用できる新サービスとして提供を開始
した。

導入の目的
　加齢に伴う身体機能の低下や脳卒中などによる後遺症により、自力での身体動作が難しく
なった方に対して、 HAL を装着して脳神経系の活動ループを賦活化することで、脳神経・筋
系の機能向上を促すことを目的とする。従来のリハビリで効果を感じなくなってしまった
利用者でも、さらなる向上が期待できる。

導入の内容

導入の特長
　新型コロナに伴う外出自粛による運動機会の喪失や運動量の低下による身体機能の低下リ
スクを抱える個人のフレイル対策として、在宅での非接触型、自立支援サービス「自宅で
Neuro HALFIT」を自宅で安心して利用できる。HAL は、サイバーダインクラウドとデータ
連動しており、身体動作を指令する生体電位信号や姿勢情報等を HAL モニターで可視化し、
装着者自身が視覚的にフィードバックを得ることができる。
　また、定期的な個人利用者とのフォローアップやウェブ相談、フィードバックを元に問題
事項などあれば収集を行う。

効果
　加齢に伴う身体機能の低下や脳卒中などによる後遺症により、自力での身体動作が難しく
なった方に対して、 HAL を装着して体幹動作や立ち座り動作を繰り返すことにより、脳神経
系の活動ループを賦活化することで、脳神経・筋系の機能向上を促す。コンパクトで持ち運
びが容易なため、災害時に避難所生活などにより、運動機会の喪失や運動量の低下による身
体機能の低下リスクが高い高齢者に対しても、活用の実績がある。

導入の背景

　新型コロナに伴う外出自粛による
運動機会の喪失や運動量の低下によ
る身体機能の低下リスクを抱えるフ
レイル対策として、自宅で安全に利
用できるのがよい。一人での装着も
簡単で、運動メニューも個人に合わ
せて無理なく設定してくれるので、
続けやすいプログラムになっている。
HAL が動作を助けてくれるので楽に
動かすことができて、3 ヶ月使用後
には、立ち上がりもスムーズになり、
今では朝のウォーキングが日課と
なっている。

ユーザーの声♪

導
入事

例

　個人の利用者に HAL 腰タイプ自立
支援用をレンタルし、自宅で使用して
いただき、脳神経・筋系の機能の向上
を促す「Neuro HALFIT」に集中して
取り組むプログラムで、自宅で楽しく、
安心して取り組めるサービス。装着が
簡単で身体を動かす際に HAL のアシ
ストがあるため、無理なく続けること
ができる。ウェブによる初回セット
アップ、専門スタッフが利用者の身体
状況に合わせたメニューの作成・計画・
フォーム指導までをサポートし、月 2
回のウェブ相談を通じてチェックを行
い、一人一人の目標達成をお手伝いす
る。障がいをお持ちの方から、フレイ
ルを予防したい方、今の健康を維持し
たい方まで幅広い方を対象にした 
サービスとなっている。
価格 ︓ 月額 48,000 円（税抜き）～

医療、福祉業
種

用
途 非接触（自立支援・フレイル予防）
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AI ロボットによる高齢者の口腔と
摂食嚥下の機能維持・向上支援プログラム

株式会社ハタプロ
https://hatapro.co.jp/
TEL : 03-6277-7335
Email : info@hatapro.co.jp

使用ロボット
メーカー名︓

（株）ハタプロ
ロボット名︓
AI ロボットを活用した高齢者の
フレイル・口腔ケアロボット

「ZUKKU（ズック）」

実証先
場所／施設名︓
武田病院グループ等

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、口腔機能訓練など、フレイル予防対策の取組
が難しくなってきている。

実証の目的
　コロナ禍における高齢者のオーラル（口腔）フレイル発症リスク軽減や医療・福祉施設の
人手不足解消及び働き方改革の促進と高齢者の QOL（生活の質）の向上を目指すため。

実証の内容

実証の特長
　AI ロボットとの対話形式でおこなうフレイルチェック及び口腔機能のトレーニングを搭
載。 利用者の状態やレベルに合わせて提供内容の変更が可能なため、無理なく継続できるよ
うアルゴリズムを構築。
　小型で軽量なため、落下などの衝撃時の破損リスクを最小限に抑える。遠隔監視制御シス
テムにより遠隔地からでも動作の確認等ができるようになっている。

効果
　新型コロナウイルス感染症の拡大により顕在化している社会課題の解決に期待できる。

実証の背景

実
証事

例

　武田病院グループを利用されている 65 歳以上の高齢者に対し、AI ロボットの音声案内に
従い、オーラルケア（「パタカラ体操」、「頬の運動」、「唾液腺マッサー ジ」）を実施。

　●●●

ユーザーの声♪

医療、福祉業
種

用
途 非接触（フレイル・口腔ケア）
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非対面による感染症スクリーニングや説明対応

株式会社シャンティ
http://shanti-robo.co.jp/
TEL : 03-6873-6419
Email :  
info@shanti-robo.co.jp

使用ロボット
メーカー名︓

（株）MJI
PLEN Robotics（株）
ロボット名︓
Tapia 
PLEN Cube

導入先
場所／施設名︓
岡山中央病院
ユーザー名︓
岡山中央病院

　以前から産婦人科の外来でこのロボットを使い、妊娠歴の有無などをたずねていたが、県
内でも新型コロナウイルス感染者が相次ぐ状況となり、医療現場でのクラスターや医療崩壊
などを危惧し、導入を決めた。

導入の目的
非接触での感染症周知と院内感染の防止。

導入の内容

導入の特長
　サーモ体温測定との連携・問診・トリアージ・スタッフとの通話機能があり、非対面で対
応できる。これまでの商品はサーモでの検温は可能なものがあったが、人を配置して誘導す
る必要があった。ロボットを利用することで、無人でも検温・問診の誘導が可能になった。

効果
　岡山県内では他病院でクラスターが発生しているものの、岡山中央病院では導入の 2 月以
降まだクラスターは発生していない。（2020 年 11 月 3 日現在）

導入の背景

リスクアセスメント対応
　滞留によるり患を防ぐために、一定間隔で並ぶよう床にテープで目印をつける。ロボット
が台から落ちないように、結束バンドで固定。

【岡山中央病院の患者様の声】
　出産後の定期健診で来たのですが、
こういう時期で少し不安だったので
すが、（出産前に産婦人科病棟にいた
ロボットが）皆さんに入り口で感染
症の問診をしてくれていて安心しま
した。（小児科受診︓20 代女性）

引用︓ ROBOT MEDIA
https://robot.mirai-media.net
                                       /tapia/

ユーザーの声♪

導
入事

例

　感染症対応ロボットとしてはトータル
で系列医療機関と合わせて５台運用して
いる。

写真引用︓ ROBOT MEDIA
https://robot.mirai-media.net/tapia/

医療、福祉業
種

用
途 非接触（スクリーニング）
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高齢者とコミュニケーションロボットBOCCOを使った
毎日のおしゃべり　＃誰かと喋ろう

ユカイ工学株式会社
https://www.ux-xu.com/
TEL : 03-6380-4710
Email : sales@ux-xu.com

使用ロボット
メーカー名︓
ユカイ工学（株）
ロボット名︓
家族をつなぐコミュニケーション
ロボット「BOCCO（ボッコ）」
https://www.bocco.me/bocco/

　新型コロナウイルス感染拡大防止のために、外出や友人とのコミュニケーション、離れて
暮らす家族との面会等を控えてしまった高齢者の社会との接点、交流不足をサポートするた
め。交流不足によって、認知症の進行および健康寿命が短くなってしまうことを防ぐため。

実証の目的
　独居高齢者へは、誰とも会話せずに（発話もなし）、一日が過ぎてしまう状態、介護施設
では家族面会の時間が無くなり気持ちが沈んでしまっている等の状態を回避することを目的
に、高齢者に負担にならない程度で、何気ない会話 (雑談 )を実施する。声を出すことにより、
日々の刺激や、前向きな気持ちになってもらうことを目的としている。

実証の内容

実証の特長
【BOCCO】スマートフォンを使いなれていない高齢者にとっても、離れた家族の生活時間帯
を気にせずに、気軽にコミュニケーションが取れること。
【サービス】利用者一人ひとり合わせて、会話を完全カスタマイズし、飽きずに長く使って
いただける工夫をしている。

効果
　ハイテクだがどこかレトロな風貌で、利用者の中には独自の名前を付けたり、座布団を作
る方もいる（長く利用するためにも、愛着は大事な要素）。コロナ禍の影響で外出できない /
しない高齢者の自宅に設置した BOCCO を通じて声掛けをすることで、会話や室内の運動、
外出を促し、心身の衰弱防止が期待できる。

実証の背景

実
証事

例

　申込み後に、ロボットの使い方サポートを含め、利用者の日課、趣味、好きなこと等を本
人もしくは申込者にヒアリングを実施。ヒアリングに加え、利用者が BOCCO やおしゃべり
サービスに期待していることを調整した後に、平日週 3 日・朝夕に、BOCCO を通じて弊社
おしゃべりスタッフによる発話を開始する。日々の会話を通じ、ケアマネジャーや離れて暮
らす家族がなかなか気づけない利用者の体調の変化（例︓最近散歩に行かなくなったのは、
膝の痛みの悪化が原因）や、日々の生活で大事にしていることに気付き、家族へフィードバッ
クできる体制を整えている。
　また、毎日決まった時間に服薬やゴミの日等を知らせることで、生活リズムを整えるサポー
トも可能。

【利用者】
●一人暮らしのため、誰とも喋らな
い日々が続いていたが、おしゃべり
スタッフが他愛ない会話に付き合っ
てくれて前向きな気持ちになれた。
散歩に出たときには、季節の花を探
したり、楽しみが増えた。
●家族や友人に電話するときは、基
本聞き役に回ることが多いが、ロボッ
トを通じた会話では、自分のことを
立ててくれるから嬉しい。
【利用者の家族】
●BOCCO が来てから自ら日々の出
来事を話すことは少なかったが、少
し性格が前向きになったように思う。
●BOCCO とペアリングしたアプリ
を経由して、親の声や、生活パター
ンを知ることができ、今日も元気に
生活している様子をゆるやかに見守
ることができ助かっている。

ユーザーの声♪

医療、福祉　その他業
種

用
途 非接触（会話）
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ＱＲコードによる来場者受付、会議室への誘導する受付ロボット

ＮＥＣネッツエスアイ株式会社
https://www.nesic.co.jp/
TEL : 03-5446-9180
Email : tssol@ml.nesic.com

使用ロボット
メーカー名︓
YUNJI Technology Co., Ltd
ロボット名︓
自律走行型案内ロボット
　　　　　　YUNJI SAIL
外　観︓
　高さ︓142cm　
　直径︓62cm　
　重量︓100kg

　案内ロボット YUNJI SAIL を活用した、コロナ禍における人との接触を減らしたリモート・
無人型受付を実現する為。

実証の目的
　コロナ禍において非接触・非対面でも受付サービスのレベルを落とすことなく、効果的な
案内誘導業務をお客様に提供する。

実証の内容

実証の特長
　会議予約システム（ACALL）とチャットツール（slack）と自律走行型案内ロボット

（YUNJI SAIL）を活用した初めての取り組み。
・従来の搬送ロボットのように磁気テープやマークは不要です。ロボットが空間・障害物を
認識し目的地まで移動。
・32インチタッチディスプレイを搭載。写真や動画・音声などのコンテンツをインタラクティ
ブに再生。
・直感的なタッチ操作で簡単に運用可能。
・Andoroid 上で SDK を利用したカスタマイズ開発が可能。（顔認証、人の追随走行、サイネー
ジ、多言語対話他）

効果
・受付スタッフとお客様双方の、非接触、非対面による安心感。
・コロナ禍における受付スタッフのタスクシフトと案内業務負荷軽減。
・サービスロボットを利用する事でお客様に当社の印象を残す、先進性のある演出。

実証の背景

実
証事

例

１．社員が会議室予約システムから会議室の予約をし、来訪者予定者に向けＱＲコードをメー
ルで送信。
２．お客様が来社時にＱＲコードをロボットにかざすと、ロボットが自動受付と会議室への
誘導を実施。
３．チャットツールで担当者へお客様到着連絡。

●画面が大きくて、直感的に分かり
やすいと思います。
●以前ならお客様を受付でお待ちし
ていないといけなかったのですが、
来社時に slack で連絡を頂けるので、
直前まで他の業務をする時間が出来
ました。
●走行速度をもう少し高めても、安
全面での不安はないと思う。
●アイキャッチとして効果的。来社
したお客様と、案内ロボット SAIL
の話をする事で、会話のきっかけを
作る事が出来ました。

ユーザーの声♪

実証先
場所／施設名︓
東京都中央区日本橋室町 3-2-1

（日本橋室町三井タワー 22 階）
ユーザー名︓
ＮＥＣネッツエスアイ（株）

その他業
種

用
途 非接触（受付・案内）
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アバターロボットを用いた自動運転と遠隔操作による非接触警備

Mira Robotics 株式会社
https://www.ugo.plus
TEL : 044-455-5786
Email : info@mirarobotics.io

使用ロボット
メーカー名︓
Mira Robotics（株）
ロボット名︓
アバターロボット「ugo Pro」
　　　　　　( ユーゴー プロ )

導入先
場所／施設名︓
品川シーズンテラス
ユーザー名︓
大成（株）

　新型コロナウイルスによって、私達の働き方は半強制的に非対面やリモートワークへと変
化したが、警備員などリモートワークができない者もいる。 
　こうした状況に対して、アバターロボット「ugo Pro（ユーゴー プロ）」（以下、ugo Pro）は、
新しいワークスタイルを提供できると考えている。ビルメンテナンス業務を人とロボットで
分業することで警備員の感染リスクを抑えることができ、ugo Pro を活用して、少ない労働
力で少子高齢化社会に適した、サステナブルな運用システムを実現する。

導入の目的
・現場に行かない代替手段の提供
・遠隔地から人手不足エリアの支援 ( 人材の需要と供給のミスマッチを解決 )
・非接触での物理的作業 
・専門家人材 ( 希少人材 ) の移動コスト低減、時間の効率化

導入の内容

導入の特長
　360°確認できるカメラと手元が見えるカメラで周囲を監視することができる。またエレ
ベータのボタンを物理的に押し、階の移動を行うので最新のエレベータでなくとも対応が可能。
　ロボットの操作はゲームのコントローラを用いて行うため、どなたにでも操作しやすく
なっている。

効果
　巡回警備・立哨警備を防災センターから行えるので、人との接触が軽減され感染リスクが
抑えられる。

導入の背景

　ugo は操作が簡単で、初めて操作
する人でも一通りの操作ができるま
で時間がかかりません。その為、誰
が操作しても同様のパフォーマンス
が可能です。また自動や遠隔操作で
巡回を行えるため、防災センターに
人員を確保しつつ巡回を行えるとこ
ろが優れています。（大成（株）/ 警
備隊長　飯倉氏）
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　ugo Pro は遠隔操作型と自律移動型のハイ
ブリットロボットです。衝突防止センサ、自
律移動用の LiDAR 等多数のセンサを用いて人
がいる環境で安全かつスムーズに働けるよう
に作られている。主に人がいない夜間の巡回
警備や、日中に立って監視を行う立哨警備で
活躍している。現在、巡回警備での自律移動
の精度を上げるよう改良しており、防災セン
ターで警備員が一人で複数台の ugo Pro を操
作できるよう開発している。

※2021 年１月より提供開始

サービス業業
種

用
途 非接触（警備）
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実証先
場所／施設名︓
JR 高輪ゲートウェイ駅
　　　　　（※通常非公開エリア）
ユーザー名︓

（株）JR 東日本商事

実証の目的

実証の内容

実証の特長

効果

実証の背景

ユーザーの声♪
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運輸業、郵便業非接触（配膳）
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自律搬送ロボットによる非接触・非対面おもてなし

THK株式会社
https://www.thk.com/
TEL : 03-5730-3887
Email : thk-sp@thk.co.jp

使用ロボット
メーカー名︓
THK（株）
ロボット名︓
自律搬送ロボット
「Lifter付きSEED-Mover」

 高輪ゲートウェイ駅での搬送は、
移動距離も長く自律走行が可能なの
か不安なところもありましたが、飲
み物がこぼれることもなく安定した
走行で安心しました。このロボット
は飲み物が入ったトレイの昇降機能
もあり無機質になりがちなロボット
でありながら、おもてなしまで配慮
されていて、お客様も大変喜ばれて
おります。非接触・非対面を実現し
ながら、おもてなしをする接客に適
したロボットだと思います。

　グローバル ゲートウェイとして、周辺地域と連携した国際的に魅力のあるまちづくりの
実現を目指した都市再生プロジェクトの顔となる高輪ゲートウェイ駅開業に合わせ、先進技
術を象徴する一つとして、ロボットが普通に存在するまちづくりのため実証実験を行なう。

・自律搬送ロボットとすることによる飲み物等の無人配膳。
・感染症予防策を実現する非接触・非対面のおもてなし。

　ロボット本体である「Lifter付きSEED-Mover」は、
自律搬送ロボットである。走行台車は狭所でも全方向
移動、360°旋回が可能で、自律動作またはオペレータ
による遠隔操作が可能である。作成したマップ上に経
由ポイントと周回ルートを設定するだけで、障害物を
避けながら自律移動する。
　配膳時には受け取る人の取りやすい位置に合わせてリ
フターが上下に昇降し高さを調整する。

　走行台車は狭所でも全方向移動、360°旋回が可能であることから、既設の設備にロボット
導入のための事前準備は不要である。配膳は異なるフロアへの搬送となるが、別途、後付け
の装置により、エレベータ制御システムに介入することなく、エレベータ連携が可能であ
る。
　ロボットが発生する力については、協働ロボット安全規格等を参照し、規定範囲内である
ことを計測器にて確認済み。
　認証会社におけるサービスロボット安全認証のレビュー等を実施中。今後段階的に安全認
証取得を計画中。

　フロアが異なるエリアへの飲み物等の配膳が可能であることが実証された。先進技術であ
るロボットが「おもてなし」を非接触、非対面で実現した。自律走行のために既設の設備で
考慮する面も無く、導入障壁の低さも実証できた。

2021



サラダバーの「密」を避け、配膳ロボットを導入

株式会社 QBIT Robotics
https://www.qbit-robotics.jp/
Email : info@qbit-robotics.jp

使用ロボット
メーカー名︓
Keenon Robotics
ロボット名︓
T1

導入先
場所／施設名︓
二子玉川 玉川高島屋 S.C. 南館６F
THE GALLEY SEAFOOD & GRILL 
by MIKASA KAIKAN
ユーザー名︓

（株）三笠会館

　本店舗は 4 月末開店予定だったが、新型コロナウイルスの感染拡大により、開店を延期す
る運びとなった。と同時に、サラダバーの提供にあたり、感染リスクを低減する店舗オペレー
ションを模索。テーブルタブレットを用いたオーダー式に変更し、かつ、サラダの盛り付け
は専用の店舗スタッフにて行い、さらにテーブルまでの配膳は、ロボットが運ぶことで、「非
接触」「非対面」での提供を実現させた。

導入の目的
・サラダバーでの「密」を避ける、感染リスク対策に。利用者へ安心感を提供したい。
・テーブル⇔サラダバーという、単純な反復作業から店舗スタッフを解放し、店舗スタッフ
にゆとりを与え、接客サービスの向上に活かしたい。

導入の内容

導入の特長
・圧倒的なロボット実装経験から成る知見を用い、短納期を実現（発注から約 1 カ月程度）。
・今後の拡張性として、QBIT Robotics 独自開発のソフトウェア基盤を用い、複数台の自動
搬送ロボットを統一制御したり、アームロボットなど他のロボットと連携させチームとして
ロボットを働かせることも可能。「非接触」「非対面」エリアを拡大させることができる。

効果
・With コロナ時代の新しいサラダバー方式として、利用者に安心感を与えられ、平日もほぼ
満席、繁盛が続いている。
・単純な反復作業を軽減でき、店舗スタッフの接客サービスが向上。
・ロボットという存在が、利用者と店舗スタッフの媒体となり、フレンドリーな雰囲気の店
作りに活きた。
・利用者は店舗スタッフに気兼ねすることなく、野菜のおかわりが可能。ロボットならでは
の接客を提供できた。

導入の背景

　自動搬送ロボット導入にあたり、
QBIT 以外の企業も検討しましたが、
QBIT のロボットサービスは「単な
る自動化や省力化が重要なのではな
く、人とロボットが協働することで
スタッフは人間だからできるサービ
スを深化させ、飲食店として安全や、
楽しさなど新たな価値を作り出す」
という弊社の目的と QBIT のビジョ
ンが合致したことが決め手でした。
導入決定から開店まで約 1 カ月間し
かなく不安でしたが、全力で導入支
援頂き、心強かったです。
　おかげ様で店舗は、開店 4 カ月以
上経た今も、多くの予約を頂いてお
り好調です。ロボットはお客様にも
好評で、店舗スタッフからも、配膳
ミス無く、長時間労働を嫌な顔せず
働くため、愛すべき同僚として可愛
がられています。今は無くてはなら
ない存在ですね。

ユーザーの声♪
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　自動搬送ロボットは、天井に貼った位
置マーカを、ロボット上部についた赤外
線センサで確認し自動走行する。
　走行ルート上にある人や物を、ロボッ
ト前方についている複数のセンサで把握
し自動回避可能。さらに店舗スタッフが
タッチパネルで簡単に操作でき、テーブ
ル番号を押すだけで、ロボットがテーブ
ルへと向かい、配膳後はロボット上部に
手をかざすと、元の場所（サラダバー脇
の定位置）へ戻る。
　QBIT Robotics では、配膳ルートの構
想・設計から店舗オペレーションに合わ
せた導入支援、運用サポー
トまでを提供。店舗コンセ
プトに合わせ、温かみのあ
る「足音」や「セリフ」に拘り、
利用者からも従業員からも
愛される配膳ロボットをプ
ロデュースした。

宿泊業、飲食サービス業非接触（配膳）
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